（各課様式１）

予算要求資料
平成３１年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：総務管理費　目：庁舎管理費
	事業名　駐車場等整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　総務部　管財課　庁舎係　電話番号：058-272-1111（内2214）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11116@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　284,907千円（前年度予算額：2,167,500千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財 産
収 入
	寄附金
	その他
	県 債
	一　般

財　源

	前年度
	2,167,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,582,600
	584,900

	要求額
	284,907
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	190,900
	94,007

	決定額
	225,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	99,000
	126,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県庁舎は、大規模地震にも対応できる耐震性の確保や、建物・設備の老朽化対策などの必要性から、再整備を進めることとしている。
これにあわせて、外構、道路、公園を含む県庁敷地全体を一体的で調和のとれた緑豊かな空間とするため再整備を行っていく。
（２）事業内容

県庁敷地内の外構等の再整備に向けた実施設計を行う。
○県庁敷地内外構の再整備に向けた設計
県庁敷地内の駐車場や植栽等の外構及び公用車車庫、庁舎前の歩行者通路の屋根建設に向けた実施設計を行う。
○県庁敷地内道路の再整備に向けた設計
県庁敷地の有効活用、通行車両や歩行者の安全性向上を図るための道路再整備に向けた実施設計を行う。
○県庁前公園の再整備に向けた設計
県庁前空間を安心・快適な空間とするための再整備や公園内トイレ建設に向けた実施設計を行う。
（３）県負担・補助率の考え方

　　県　１０／１０
（４）類似事業の有無
　　無し

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	備考

	役務費
	1,439
	申請手数料

	委託料
	163,969
	設計費等

	工事請負費
	28,236
	植栽移設工事

	公有財産購入費
	91,263
	駐車場敷地

	合計
	284,907
	


	　決定額の考え方　

所要額を計上します



４　参考事項
　○事業スケジュール　　　　　　　　　　　　　
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　　各種設計
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事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・県庁舎の再整備にあわせて、外構、道路、公園を含む県庁敷地全体を一体的で調和のとれた緑豊かな空間とするため再整備を行う。
・平成３１年度は、再整備に向けた実施設計を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	・本事業は単独の施設の整備事業であるため、指標を設定することは困難である。



（前年度の取組）

	・バス停前トイレ撤去工事及びアリーナ前トイレ撤去工事を実施した。
・立体駐車場建設工事を実施した。
・水路移設工事を実施した。




（前年度の成果）

	・バス停前トイレ撤去工事及びアリーナ前トイレ撤去工事を完了した。
・平成３１年３月までに、立体駐車場建設工事及び水路移設工事を完了予定。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　 ○

	・外構、道路、公園を含む県庁敷地全体を、一体的で調和のとれた緑豊かな空間とするため、また来庁者の利便性、交通の安全性を高めるため、再整備が必要。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・県庁舎再整備のスケジュールを踏まえ、事業を進めていく必要がある。



（次年度の方向性）
	・県庁舎再整備のスケジュールを踏まえ、外構等の再整備に向けた実施設計を着実に進める。



